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概 要 

バイオセーフティ管理室は、感染研全体にわたる病原

体等の安全な取り扱いに関する管理業務および共同利用

施設であるBSL3と4の実験室（指定実験室）の一元的な管

理・運営を担っている。病原体等の安全管理に関わるバ

イオセーフティについての研究およびバイオセーフティ

についての教育・訓練並びにバイオセーフティについて

の情報収集・提供を行っている。 

病原体等安全管理規程に基づく、病原体等の取り扱い

と保有、移動についての手続きの点検と記録管理を行っ

た。BSL3実験室の使用についての事務、登録者名簿作成、

日誌の管理等のBSL3実験室の運営を行った。BSL2実験室

は各部長の指揮監督のもとに管理運営が行われているが、

BSL2実験室安全キャビネット定期点検プログラム等の立

案や病原体等の取扱い者の健康管理や血清保存等の所全

体に関わる管理業務を行った。また、特定病原体(HIV)

取扱い者に対する抗体測定を行った。病原体の分与にあ

たり、分与先の管理体制、施設設備の用意などをより確

実に把握するために平成16年度に病原体等安全管理規程

の一部改正を行い、「病原体等の分与等に関する取扱要

領」を規定した。平成17年には病原体等分与依頼書を病

原体等分与申請書に変更する等、取扱要領の見直しを行

った。また、BSL分類表へ新たに病原体を追加するととも

のウイルスの表記を全面的に改訂しクラミジア・リケッ

チアについては別項目とした。 

病原体取り扱い者へ感染のリスク、優良な微生物取り

扱い技術、安全管理に関する規則を熟知させることは感

染事故を防ぐ上に必須である。新規に病原体等を取り扱

う者に対しては２ヶ月毎に、また、今年度は継続者に対

してバイオセーフティ講習会を実施した。さらに、新規

のBSL3実験室利用者へは利用者講習を実施した。その他、

緊急時対応訓練等のバイオセーフティ教育・訓練を実施

し病原体等の安全管理業務の充実をはかった。 

施設整備に関しては、戸山庁舎指定実験室、村山庁舎6

号棟のBSL3実験室の年次点検を実施した。村山庁舎3号棟

のBSL3実験室は16年度末までに完成し調整運転を行った。 

研究業務としては、バイオセーフティの強化とバイオ

セキュリティシステムの構築に関する研究、安全キャビ

ネットの給排気量の自動維持機構の検証、バイオハザー

ド対策用の防護服の防護性能に関する研究、各種消毒剤

によるインフルエンザウイルス、アデノウイルスの不活

化に関する研究、ノロウイルス代用としてネコカリシウ

イルスを用いた酵素系薬剤等による除染に関する研究、

炭疽菌混入粉体を想定した取扱実習プログラムの検討お

よび病原体輸送についての検討等を行った。 

 第48回米国バイオセーフティ学会総会に出席し、防護

服素材の液体等の浸透防護性能および炭疽菌芽胞からの

ゲノム抽出法に関する研究成果を発表するとともにバイ

オセーフティについての最新情報の収集を行った。また、

本学会の期間中に開催された国際バイオセーフティワー

キンググループの会議に日本からのメンバーとして参加

し、各国共通の問題について討議した。 

バイオセーフティ管理室のホームページには、引き続

き、病原体等取り扱い申請方法、バイオセーフティ講習

会の年間予定、バイオセーフティ講習会のプログラム案

内、病原体等安全管理規程、関連学会等の日程および日

本バイオセーフティ学会活動などを掲載し情報の提供を

行った。緊急時対応マニュアル、各種申請書類の掲載を

行った。 

 

業 績  

調査・研究  

Ⅰ．バイオセーフティに関する研究 

１．バイオセーフティの強化とバイオセキュリティシス

テムの構築に関する研究  

 バイオセーフティ・バイオセキュリティのネットワー

ク構築のため地方衛生研究所の役割が重要なので、バイ

オセーフティ・バイオセキュリティ体制（規則、教育・

訓練）、病原体保有等に関するアンケート調査を実施し

現状を明らかとした。病原体の保存管理に関して、既存

のシステム、新規システムの可能性および病原体の盗難

防止のため個人認証システム等のセキュリティシステム

について検討した。バイオセキュリティの基本的考え方

について、先進国である米国等の状況について情報収集
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を行い、国内規定を作成する際に考慮すべき点を検討し

た。バイオセーフティ強化のための病原体の輸送、消毒

剤による病原体の消毒効果の評価法について検討した。 

（杉山和良、篠原克明、高木弘隆、富田康浩(バイオセー

フティ)、安藤秀二(バイオセーフティ・ウイルス１)、  

重松美加(感染症情報)、倉田毅(所長)） 

２．安全キャビネットの給排気量の検証 

安全キャビネットの給排気量の安定性検証に関して、

実験室内の圧力変動や並列接続された安全キャビネット

の発停の影響などを長期間観察中である。 

（篠原克明、深見 哲、大久保孝雄） 

３．バイオハザード対策専用防護服の防護性能に関する

調査 

 バイオハザード対策専用防護服の防護性能試験方法に

ついて、国内外の規格や文献並びに海外を含めた関連学

会、施設・設備などの調査を継続的に行っている。 

（篠原克明、渡邉道彦、小野澤哲夫、高木弘隆、杉山和良） 

４．バイオハザード対策専用防護服の防護性能に関する

研究 

バイオハザード対策専用防護服の人工血液浸透防護性

能を検証するための装置の改良を行った。その装置を用

いて防護服素材の縫合部の人工血液浸透防護性能検証し、

縫合方法により防護性能に大幅な相違があることが判明

した。 

（篠原克明、渡邉道彦、小野澤哲夫、熊谷慎介、戸谷千夏） 

５． ノロウイルスの代替としてのネコカリシウイルス 

(FCV)を用いた不活性化の研究 

 昨年より引き続き、ノロウイルス感染制御手段探査の

一環として、FCV を用いた化学的不活性化方法について

検討を行った。今回特に汚染衣類からの効率的な除染方

法を想定し、酸素系薬剤及び一部のアルカリ剤について

検証方法確立及びその効果をみた。酸素系薬剤として代

表的な過酸化水素を用いた場合、反応停止にはカタラー

ゼの存在が必須であることが確認され、必要量と酵素活

性を保持できる保存方法を確立した。その結果終濃度

1.5%で 40 分以上作用させることで、少なくとも FCV6 株

に対して 4log10 TCID50 の減少が可能であった。こうし

た洗剤に浸漬させることで、特に色物衣類からのノロウ

イルス除染の可能性が示唆された。またアルカリ剤につ

いてはFCV-F9株を用いて感染価減少time-courseを見た

ところ、1 分以内で 6log10 TCID50 の減少が可能である

ことが認められ、現在他の臨床株を用いてさらに検討を

進めている。（高木 弘隆、杉山和良(バイオセーフティ管

理室)、日置祐一、吉松明(花王株式会社)） 

※なお本研究の一部は花王株式会社との共同研究による

ものである。 

６．界面活性剤によるインフルエンザウイルスの不活性

化効果の研究 

 今回環境に対しても毒性等の影響の少ないノニオン系

界面活性剤数種について不活性化効果の検討を行った。

エーテル系及びショ糖エステル系のうちより、数種類を

選定し、2 分間作用させ、界面活性剤除去担体により反

応を停止し、感染力価減少を MDCK 細胞による end-point

法により確認を行った。その結果A/H1型及びB型に対し、

Tween20 では有効性は認められなかったが、ポリオキシ

エチレン及びアルキルグリコシドといった低刺激性タイ

プの界面活性剤で 0.05%以下でも 5log10 TCID50 の力価

減少が認められた。これらは環境負荷も非常に少ないた

め、今後これらをベースにその誘導体等についてさらに

検討を進める。（高木弘隆、篠原克明、富田康浩、杉山和

良(バイオセーフティ管理室)、西藤岳彦(動衛研)、二宮

愛、今井正樹、小田切孝人(ウイルス第三部)） 

７．アデノウイルス 3 型臨床分離株間での塩素感受性に

関する研究 

 プール熱の原因ウイルスとして代表格であるアデノウ

イルス 3 型については塩素に対し高い感受性を示すと言

われている。そこで実験株である GB3 と広島県保健衛生

センターから分与された臨床分離株のうち 30 株につい

て 2 分間作用での塩素感受性差について検討を行うとと

もに、一部のものについては低刺激性洗剤のうち固形石

鹸及びラウリン酸カリウムについての感受性も確認した。

その結果塩素に対する感受性は様々で多くの株は有効塩

素 200ppm で 4log10 TCID50 の感染価減少が認められた

(A549 細胞使用)。これは現在言われている「水道水レベ

ルの有効塩素(1ppm 以下)で有効」と大きく乖離しており、

今後の感染制御対策において再検証の必要が示唆された。

また洗剤についてはラウリン酸カリウムで有効性が認め

られており、接触感染が主体と考えられている本ウイル

スの感染制御に対し、特に液体石鹸での手洗いやお尻洗

いが有効である可能性が示唆された。（高木弘隆、杉山和

良(バイオセーフティ管理室)、重松美加、谷口清洲(感染

症情報センター)、高尾信一、福田伸治、島津幸枝、桑山

勝、宮崎佳都夫(広島県保健環境センター)） 

８．B.thuringiensis 芽胞による炭疽菌混入粉体取扱実

習プログラム構築に関する研究 

 バイオテロ発生時での第一線対応となる当該都道府県

の保健所・衛生研究所では対処・取扱方法を立案するも、

リスク評価や安全性確保に対する考え方は各施設で様々

であった。また炭疽菌取扱に関する実習プランも切望さ

れたが、本菌は BSL3 に分類され実現には至らなかった。
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約 2 年に及ぶ調査により、分類的に近縁である

B.thuringiensis(BSL1)芽胞の物理的性状が炭疽菌と酷

似しており、P2 実験室でも容易に取扱えるため、芽胞混

入粉体の調製および取扱を検討し、実習プログラム構築

のため山口・北海道の地方衛生研究所に協力を仰ぎ、実

習プロトコールのモニタリングを行った。その結果タル

クを基材として取扱はグローブバックで行い、その環境

の除電を徹底することによりサンプル暴露への危険性低

減が示唆された。またパッキングされたサンプル回収も

開封方法や滅菌水による迅速な懸濁化・回収により作業

環境や作業者手指の汚染抑制が可能であることが示唆さ

れた。そして炭疽菌迅速検査の決め手となる病原遺伝子

pX01 及び pX02 の検出は市販・公表されている primer セ

ットで検出できないケースもあり、遺伝子抽出のプロト

コールも含めて再検討するのが望ましい。（高木弘隆、杉

山和良(バイオセーフティ管理室)、伊藤健一郎、重松美

加(感染症情報センター)、岡本玲子、西田知子、戸田昌

一、冨田正章(山口環保研)、伊木繁雄、森本洋、池田徹

也、清水俊一、山口敬治、岡野素彦(道立衛研)） 

９．病原体輸送についての検討 

感染性物質の輸送に関する国際規則において日本では

法律こそあれ、実際には十分に行われているとは言えな

い。一方で海外ではこの規則を守らないこと自体がテロ

行為ととられてもおかしくないのが現状である。 

オーストラリアで行われている感染性物質の送り方に

関する講義及び試験を現地で受けた。オーストラリアで

は国内４カ所で定期的に講義を行っているが、シドニー

だけでも 3,000 名以上が試験に合格しており、感染性物

質を取り扱う上でこの資格を有することが当たり前と考

えられていた。本講習後、国内の航空会社、危険物の航

空輸送を教育する機関、輸送容器の輸入会社、感染性物

質を海外に送る実績のある会社等の参加を得て、日本で

どうすれば国際規則が浸透するかについて話し合う勉強

会を開催した。今後はこの勉強会を定期的に開き、日本

国内、国際間において正しく感染性物質の輸送を行える

ように環境を整理していきたいと考えている。（富田康浩、

杉山和良） 

 

国際協力関係業務 

 

JICA によるベトナムでのバイオセーフティ技術協力 

JICA の依頼により、ベトナム国立健康・疫学研究所

(NIHE)においてのバイオセーフティに関する技術協力の

可能性についての調査を行った。移動式 BSL3 実験室の供

与、バイオセーフティシステムの導入と BSL3 実験室の運

転と保守等およびウイルス診断技術に関する技術協力

（３年間）が 18 年 3 月から開始された。一方、同研究所

への BSL3 実験室と BSL2 実験室を含むサポート実験室の

無償協力に関する現地での基礎調査に参加した。すでに

2004 年 8 月に WHO 西太平洋地区事務所の依頼により、

NIHE においてバイオセーフティ講習を行ってきている。 

 

研修業務 

Ⅰ．バイオセーフティ講習会 

新規受講者を対象としたバイオセーフティ講習会は年

間予定に従い２ヶ月に一度、６回実施した。また、外国

人を対象としたバイオセーフティ講習会は随時行い、 

１７回開催した。感染病理部、佐多徹太郎部長がバイオ

セーフティ委員長を務め、バイオセーフティの考え方に

ついて講演した。バイオセーフティの実践として、「安

全キャビネットの使い方」、「汎用消毒薬の基本と使い

方」および「病原体の輸送について」についてそれぞれ、

安全キャビネットの正しい使用法、消毒剤の適切な使い

方、病原体の適切な輸送方法について指導を行った。継

続者講習を戸山庁舎、村山庁舎およびハンセン病研究セ

ンターにおいて実施し、安全管理規程の改正の説明等を

行った。 

 

1. バイオセーフティ講習会受講者数 

（１）平成 17 年度 継続・新規・臨時講習会 

実施年月日 継続 新規 臨時

平成 17 年  4 月 11 日  65  

5 月 10 日 197   

5 月 11 日 171   

5 月 13 日 23   

5 月 17 日 163   

6 月 1 日   19 

6 月 6 日  45  

8 月 9 日  21  

10 月 5 日  18  

12 月 6 日  21  

平成 18 年  2 月 6 日  37  

計  554 207 19 
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（２）平成 17 年度 外国人対象講習会  

実施日 受講者数 

平成 17 年  4 月 13 日 3 

5 月 9 日 1 

5 月 13 日 3 

5 月 31 日 2 

7 月 28 日 3 

9 月 14 日 1 

9 月 26 日 3 

10 月 3 日 4 

10 月 6 日 2 

10 月 18 日 1 

11 月 7 日 2 

11 月 15 日 1 

11 月 28 日 1 

平成 18 年  2 月 7 日 1 

2 月 21 日 3 

3 月 3 日 3 

3 月 13 日 2 

計 36 

 

 

Ⅱ．指定実験室の管理・運営および利用状況 

 

BSL3と4の実験室（指定実験室）の一元的な管理・運営

を行った。戸山庁舎においては杉山、高木弘隆研究官、

富田康浩研究官および藤井弘毅、千葉裕子非常勤職員が

担当した。村山分室においては篠原克明主任研究官およ

び山口安子、甲原照子、佐藤真弓非常勤職員が担当した。

筑波支所の(独)基盤研究所への組織の移行に伴い16年度

を持って指定実験室の管理・運営を終了した。引き続き、

各庁舎指定実験室の日常の管理・運営、施設管理技術者

との作業調整と監督、施設の定期総合点検の計画立案と

実施および指定実験室利用者に対する講習等の教育指導

等を行った。 

指定実験室の利用登録者と指定実験室利用者講習受講

者を表に示した。 

 

１． 平成 17 年度 指定実験室(BSL3)登録者数 

庁舎名 登録者数 

戸山庁舎 113 

村山庁舎 46 

計 159 

 

２． 平成 17 年度 利用者講習会月別受講者数 

戸 山 村 山   庁舎名

実施月 実施回数 受講者数 実施回数 受講者数

４月 1 6 1 1 

５月 1 3 4 13 

６月 1 4 1 3 

７月 1 3 0 0 

８月 1 1 1 2 

９月 1 1 0 0 

１０月 0 0 0 0 

１１月 0 0 1 2 

１２月 3 7 1 3 

１月 0 0 0 0 

２月 1 2 1 4 

３月 2 2 2 6 

計 12 29 12 34 

 

 

Ⅲ．バイオセーフティ教育と情報提供 

 

バイオセーフティ教育の一環として、行政機関（地方

衛生研究所中国四国ブロック研修会等）、大学、独立行

政法人、民間機関その他でバイオセーフティに関わる業

務関係者を対象とした講義を行った。中国四国ブロック

研修会では１日コースの実習を試みた。感染研が受け入

れている保健医療科学院および国際協力事業団(JICA；エ

イズ国際研修、ポリオ国際研修およびハンセン病国際研

修）の研修生に対し、バイオセーフティについての講義

を行った。結核研究所における外国人研修時にバイオセ

ーフティについての講義も引き続き行った。 

外部機関から病原体等安全管理規程についての問い合

わせや分与依頼、病原体のバイオセーフティレベル分け

や実験施設・設備、BSL3の管理運営法、病原体の消毒方

法およびバイオセーフティ委員会等についての問い合わ

せが引き続き多数寄せられ、これらの問い合わせについ

て資料提供並びに情報提供を行った。また、外国人を含

む施設見学の受け入れと、これら見学者に対してバイオ

セーフティについての解説も多数行った。 

 病原体等の取り扱いにおける安全管理運営、安全装置

および実験施設設計等のバイオセーフティに関する学術

研究の推進並びにバイオセーフティの普及を図り、バイ

オセーフティの向上発展に寄与することを目的として、

2002年1月19日に設立された日本バイオセーフティ学会

に参加し、2005年11月に行われた総会・学術集会および
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バイオセキュリティや病原体輸送についてのシンポジウ

ムの運営にたずさわった。 
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